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１ 平成 25 年度動物実験施設及び関連の行事 
 
1-1. 行事 
＜平成 24 年＞ 
3 月   平成 25 年度フェイスキー登録の実施 
＜平成 25 年＞ 
4 月  平成 25 年度、実験室使用申請書および機器搬入願いの受付開始 
5 月  in vivo 光イメージング修理 
6 月  実験室(3) 電気工事 

平成 25 年度動物実験実施者研修会（116 名参加、研修修了者:112 名） 
7 月  動物実験施設定期清掃（トキワ科学器械株式会社） 

MRI 搬入（ブルカー・バイオスピン株式会社） 
ベトスキャン故障のため代替機の搬入 
施設空調定期点検 

8 月  平成 25 年度動物実験計画書（後期）の受付開始 
ウサギ飼育室、モルモット飼育室前廊下の点検口取付工事 
ケージワッシャー点検 

9 月  平成 25 年度動物実験計画書（後期）の審査（平成 25 年度第 5 回動物実験委員会） 
    動物実験管理者研修会（東大）へ松橋が参加 
    平成 25 年度動物実験計画書（後期）承認通知書の発行 
    ラット飼育室(3)限外濾過装置フィルター交換（トキワ科学器械株式会社） 

1 号館オートクレーブ修理（三浦工業） 
洗浄ラック用フィルターの移動（トキワ科学器械株式会社） 
ベトスキャン修理完了 
MRI 修理（ブルカー・バイオスピン株式会社） 
MRI 利用者説明会 
P2A（1）（2）ネズミ返し設置 

10 月 フェイスキー修理（株式会社カナデン） 
P2A HEPA フィルター交換（トキワ科学器械株式会社） 
1 号館オートクレーブ修理（三浦工業） 
In vivo 光イメージング修理 
CT システム修理 

11 月  昭和大学避難訓練 
  In vivo 光イメージング修理（代替部品での対応） 
     2 号館空調機入替工事（～12 月 1 日まで） 
   SPF ラミナーフローラックのファン 8 台清掃（トキワ科学器械株式会社） 
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  動物実験施設定期点検（トキワ科学器械株式会社） 
12 月  平成 25 年度動物実験実施者説明会（110 名参加、説明会修了者:105 名） 
    実験動物慰霊祭（池上本門寺）40 名参加 
    平成 26 年度 動物実験計画書審査要領の連絡（ユーザー代表） 
<平成 26 年> 
1 月  平成 26 年度 動物実験実施計画書の受付開始 
2 月  2 号館オートクレーブ性能検査 
3 月 平成 26 年度 動物実験計画書の承認通知書発行 
 MRI 同期システム等搬入 
 1 号館オートクレーブ性能検査、修理 
 In vivo 光イメージング修理完了（島津製作所） 
 
1-2.平成 25 年度動物実験施設購入備品 
設備 

1. 吸入麻酔器  １式 
 

飼育器等 
1. 飼育機器更新 5 カ年計画（4 年目） 

ラット水洗ケージ（TR-8-A）1 式  20 台 
マウスケージ（TM-TPX-10）    95 個 
マウス給水ビン（250cc, T-566PSF）100 個    フタ 200 個 
ラット給水ビン（500cc, T-563PSF）ビンのみ 100 個  
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2 組織体制 

2-1. 組織図   

             学 長 
                          ｜ 

      動物実験施設管理委員会 

                           |                動物実験委員会 

     動物実験施設            ユーザー会議 

  施設長 塩田 清二（管理者) 

 

                         旗の台施設 

≪旗の台施設≫ 

 

管理責任者        塩田 清二             

教職員(実験動物管理者)  荒田 悟、 倉田 知光              

技術員          松橋 秀人、大串 太一、細野 知彦 

             長島 悦子、望月 麻美子 

技術補助員        今田 整 

                            （平成 26 年 3 月現在） 
2-2. 動物実験実施概要 
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2-3. 動物実験委員会名簿 
委員長： 塩田 清二(動物実験施設長・医学部解剖学) 
 委員： 医学部(基礎系)：大塚 成人(解剖学)、田中 和生(微生物学) 
 医学部（臨床系）：平野 勉（糖尿病代謝内分泌内科学）、土岐 彰 （小児外科学） 
 歯学部：桑田 啓貴（口腔微生物学）、代田 達夫（顎口腔疾患制御外科学） 
 薬学部：原 俊太郎（衛生薬学）、本田 一男（薬理学） 
 保険医療学部：浅野 和仁（作業療法学科）、石野 徳子（看護学科） 
 富士吉田教育部：倉田 知光（教育推進室） 
      荒田 悟（遺伝子組換え実験室） 
 

                                         （平成 26 年 3 月現在） 
2-4. 関連法規 
（１）法および官庁告示等 
「動物の愛護及び管理に関する法律」 

（昭和 48 年法律第 105 号、平成 24 年 9 月改正） 
「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」 
               （平成 18 年 4 月告示、平成 25 年最終改正：環境省告示） 
「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」 

                    （平成 18 年 6 月、文部科学省告示） 
「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン」 

（平成 18 年 6 月、日本学術会議） 
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」 

（平成 18 年 2 月施行） 
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」 

（平成 11 年 4 月施行、平成 19 年 6 月改正・施行）  
「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律」 
                （平成 15 年 6 月法律第 97 号、平成 19 年 3 月改正） 

 
（２）学内規定 
「昭和大学動物実験施設管理規程」  (平成 14 年 4 月、平成 18 年 11 月改正) 
「昭和大学動物実験安全管理規定｣   (平成 14 年 4 月、平成 18 年 11 月改正) 
「昭和大学動物実験実施指針｣    (平成 14 年 4 月、平成 19 年 11 月改正) 
「昭和大学遺伝子組換え実験安全管理規定｣     (平成 21 年 10 月改正) 
「昭和大学病原体等安全管理規定｣         (平成 21 年 10 月施行) 
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3．委員会 
 
3-1. 動物実験委員会の活動状況 
（１） 委員会 
＜平成 25 年度＞ 
第 1 回 動物実験委員会 （平成 25 年 4 月 26 日、持ち回り） 
 議題：平成 25 年度動物実験計画書 

（新規：歯 1 件、他 1 件、継続：歯 3 件、再審査：医 4 件）の審査 
第 2 回 動物実験委員会 （平成 25 年 6 月 7 日、持ち回り）  
 議題：平成 25 年度動物実験計画書 

   （新規：医１件、歯 3 件、継続：医 2 件、歯 2 件、他 1 件）の審査 
第 3 回 動物実験委員会（平成 25 年 7 月 11 日、持ち回り）  
 議題：平成 25 年度動物実験計画書（新規：歯 6 件）の審査 
第 4 回 動物実験委員会（平成 25 年 8 月 9 日、持ち回り） 
 議題：平成 25 年度動物実験計画書（新規：歯 1 件、薬 1 件）の審査 
第 5 回 動物実験委員会 
 （平成 25 年 9 月 4 日 16：00～17：00 1 号館 2 階カンファレンスルーム 205 号室） 
 議案 
 （検討事項） 
    1．平成 24 年度動物実験に対する自己点検・評価報告書について 
    2．平成 25 年度動物実験計画書（後期）の審査 
    3．その他 
第 6 回 動物実験委員会（平成 25 年 12 月 9 日、持ち回り） 
 議題：平成 25 年度動物実験計画書（新規：医 1 件、歯 1 件、その他 1 件） 
第 7 回 動物実験委員会（平成 26 年 1 月 18 日、持ち回り） 
 議題：平成 25 年度動物実験計画書（新規：医 1 件、歯 1 件） 
第 8 回 動物実験委員会（平成 26 年 2 月 3 日、持ち回り） 
 議題：平成 25 年度動物実験計画書（新規：歯 1 件） 
第 9 回 動物実験委員会 
 （平成 26 年 3 月 7 日 16:00~18:00 1 号館 2 階カンファレンスルーム 205 号室） 
 議案 
 （検討事項） 
   1. 動物実験計画書承認書発行について 
   2. 動物実験に関する情報公開について 
   3. 平成 26 年度動物実験計画書の審査 
   4. その他 
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第 10 回：動物実験委員会（平成 26 年 3 月 28 日、持ち回り） 
 議題：平成 26 年度動物実験計画書（新規：歯 2 件、継続：歯 1 件） 
 

（２）動物実験計画書審査結果 
 動物実験計画書の申請状況は、下表のとおりである。 
 

  
 
（３）動物実験実施者研修会および説明会 
1. 平成 25 年度 動物実験実施者研修会 

（主催 動物実験委員会／バイオセーフティ委員会） 
第 17 回研修会 平成 25 年 6 月 25 日（火） 13:30~16:00  4 号館 5 階第 500 号室 
第 16 回研修会 平成 25 年 6 月 28 日（金） 17:00~19:30  2 号館 3 階第 4 講義室 

講義内容 

① 実験動物および動物実験に関する法規制について 

② 動物実験における苦痛のカテゴリー分類と苦痛軽減について 

③ 動物実験計画書の申請について 

④ 遺伝子組換え実験を含む動物実験について 

⑤ 動物実験施設の利用について 

⑥ 実験動物の取り扱いと実験手技について 

⑦ 研修修了試験 

参加者：116 人、研修修了者：112 人  

申請 承認 申請 承認

医学部 149 149 118 118

歯学部 81 81 79 78

薬学部 75 75 68 65

付置施設 43 43 33 33

計 348 348 298 294

動物実験実施計画書の申請状況　(カテゴリー別）

申請 承認 申請 承認

カテゴリーA 0 0 1 1

カテゴリーB 108 108 116 116

カテゴリーC 95 95 58 56

カテゴリーD 145 145 123 121

計 348 348 298 294

平成25年度

動物実験実施計画書の申請状況　(所属別）

平成24年度

平成24年度 平成25年度
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2. 平成 25 年度動物実験実施者説明会 
                    （主催 動物実験委員会・バイオセーフティ委員会） 

第 1 回 平成 25 年 12 月 3 日（火）、13：30～15：00 4 号館 500 号室 
第 2 回 平成 25 年 12 月 6 日（金）、17：00～18：30 1 号館 7 階講堂 

説明事項 
① 動物愛護管理法、飼養保管基準の改正点について 
② 文部科学省「基本指針」について 

③ げっ歯類の安楽死と麻酔について 
（動物実験施設/遺伝子組換え実験室 荒田 悟） 

④ 平成 26 年度動物実験計画書等について 

（動物実験施設 細野 知彦） 

⑤ 質疑応答  

 参加者：110 人、実験登録番号所得者(更新)：105 人   

 
3-2. 動物実験施設ユーザー会議 
 ＜平成 25 年度＞ 

第 1 回ユーザー会議（平成 25 年 5 月 21 日、持ち回り会議） 
   議題：平成 25 年度 動物実験実施者研修会のお知らせ 

第 2 回ユーザー会議（平成 25 年 6 月 6 日、持ち回り会議） 
   議題：平成 24 年度動物実験施設年報発行にあたってのお願い 

第 3 回ユーザー会議（平成 25 年 7 月 12 日、持ち回り会議） 
   議題：平成 25 年度後期動物実験計画書審査要領 

第 4 回ユーザー会議（平成 25 年 9 月 18 日、持ち回り会議） 
   議題：小動物用 MRI 機器利用説明会のお知らせ 
  第 5 回ユーザー会議（平成 25 年 11 月 8 日、持ち回り会議） 

 議題：平成 25 年度 動物慰霊祭のお知らせ 
第 6 回ユーザー会議（平成 25 年 11 月 13 日、持ち回り会議） 
 議題：平成 25 年度動物実験実施者説明会について 
第 7 回ユーザー会議（平成 25 年 12 月 25 日、持ち回り会議） 

   議題：平成 26 年度 動物実験計画書審査要領 
第 8 回ユーザー会議（平成 26 年 3 月 25 日、持ち回り会議） 

   議題：平成 26 年度動物実験計画書の承認書発行のお知らせ 
  第 9 回ユーザー会議（平成 26 年 3 月 26 日、持ち回り会議） 
   議題：動物実験施設利用登録（フェイスキー登録）申請のお知らせ 
 第 10 回ユーザー会議（平成 26 年度 3 月 27 日、持ち回り会議） 
 議題：平成 26 年度 動物実験施設内実験室等使用申請と機器登録のお知らせ 

7 
 



４．動物実験施設 
4-1．施設の概要 
 動物実験施設（1 号館 地下一階） 850 ㎡ 
  飼育動物：イヌ、ウサギ、モルモット、ラット、マウス 
 
  飼育室 ：ＳＰＦ区域（Ｐ１Ａ）、クリーン区域（Ｐ２Ａ２室、Ｐ１Ａ1 室を含む） 
 
  遺伝子組換え動物実験室（1 号館 地下一階） 45 ㎡ 
  飼育動物：マウス 
  飼育室 ：ＳＰＦ区域（Ｐ２Ａ） 
 
昭和大学動物実験施設                    平成 26 年 3 月現在 
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4-2. 施設の運営および利用状況 
(1) 施設利用登録者数  
平成 25 年度 動物施設登録者 （フェイスキー登録者）

 

 
(2)実験動物搬入状況 
 平成 25 年度の動物搬入数は、平成 23 年度から閉鎖中だった 2 号館飼育室を平成 25 年

度から使用再開したため、マウス全体ではやや増加がみられた。全体の総数はモルモット

とカエル以外は平成 23 年度から比べると減少している。

 

 

研究室 登録者 研究室 登録者 研究室 登録者

医学部 24 156 25 187 20 146

歯学部 15 101 16 101 15 84

薬学部 13 87 13 65 13 46

研究所・付属施設 2 3 2 5 1 4

施設関係者 0 33 3 35 3 37

藤が丘病院 0 0 0 0 1 4

合計 54 380 59 393 53 321

学部等
平成24年 平成25年平成23年

　A．マウス搬入数

搬入回数 総数 搬入回数 総数 搬入回数 総数

非近交系 ICR 43 267 60 510 88 355

ddy 108 1,905 105 2,107 121 2,005

FVB 0 0 0 0 1 3

近交系 BALB/ｃ 105 1,144 59 744 47 699

C57BL/6 271 3,923 251 2,262 229 2,548

DBA 0 0 0 0 4 68

C3H 1 24 0 0 4 52

交雑群 WBB6F1-w 0 0 0 0 0 0

CDF1 3 60 0 0 0 0

ミュータント系 KK 3 20 3 20 4 67

SAMP8 1 32 2 24 2 25

SAMR1 0 0 0 0 1 10

ApoE欠損 4 163 2 16 9 195

NC 1 10 2 18 0 0

NOD 0 0 3 18 0 0

SCID 6 50 3 32 2 16

BALB/ｃ－nu/nu 8 108 7 131 16 189

ICR－nu/nu 0 0 0 0 2 6

aly/+ 1 20 0 0 0 0

aly/aly 1 20 0 0 0 0

ob/ob 0 0 7 23 0 0

db/db 9 79 7 161 7 125

遺伝子組換え Tg/KO 10 69 11 41 10 71

575 7,894 522 6,107 547 6,434

平成25年

計

平成24年平成23年
マウス 系統名
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B.ラット搬入数

ラット 系統名

搬入回数 総数 搬入回数 総数 搬入回数 総数

非近交系 Wistar 116 952 99 645 77 475

SD 84 885 74 894 51 539

近交系 Lewis 0 0 0 0 0 0

BN 0 0 0 0 0 0

F-344 2 36 1 12 0 0

WKY 11 154 7 104 2 20

ミュータント系 SHR 0 0 0 0 0 0

NAR 2 10 2 20 0 0

遺伝子組み換え Tg/KO 0 0 1 4 4 14

計 215 2,037 184 1,679 134 1,048

C.ウサギ、モルモット、スナネズミ、およびイヌ、カエル搬入数

種 系統名

搬入回数 総数 搬入回数 総数 搬入回数 総数

ウサギ JW 6 15 8 21 3 13

NZW 0 0 1 1 0 0

計 6 15 9 22 3 13

モルモット ハートレイ 6 61 7 70 16 108

計 6 61 7 70 16 108

スナネズミ 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

イヌ ビーグル 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

カエル ウシガエル 5 110 6 220 8 243

トノサマガエル 0 0 1 25 1 25

計 5 110 7 245 9 268

平成23年 平成24年

平成25年

平成25年

平成23年 平成24年
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（３） 飼育状況（延べ飼育数と平均飼育数） 
 クリーンエリアのラットについてはやや減少したが、マウス、ウサギ、モルモット、Ｓ

ＰＦマウスについては微増がみられる。２号館 SPF マウスについては、平成 23 年度から

2 号館が閉鎖していたが、今年度から使用を再開した。 
 
①旗の台キャンパス 

クリーンエリア 

 

 
平成 25 年度 延べ飼育数（月別） 

 
平成 25 年度 平均飼育数（月別） 

 
 

SPF マウス飼育室（遺伝子組換えマウス）エリア 
 

平成 25 年度 SPF マウス 延べ飼育数（月別） 

 

延べ総数 平均飼育数 延べ総数 平均飼育数 延べ総数 平均飼育数

マウス 650,904 1,808 637,236 1,770 681,708 1,867

ラット 193,256 534 158,096 419 148,684 407

ウサギ 1,774 5 1,059 6 1,059 3

モルモット 3,996 11 10,304 28 5,200 14

イヌ 0 0 0 0 0 0

動物種
平成 23年 平成24年 平成25年

動物種 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マウス 1,761 1,854 1,724 2,252 1,800 1,873 2,262 1,836 2,077 1,954 1,698 1,633
ラット 397 410 385 484 467 409 383 349 408 389 381 478

ウサギ 2 4 4 5 2 2 2 2 2 2 5 3
モルモット 13 30 27 23 20 4 6 7 8 11 13 4

イヌ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

動物種 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

１号館 135,780 137,435 135,203 138,778 141,321 134,631 141,624 134,198 136,881 138,551 126,707 136,654
２号館 144 248 1,706 1,342 1,690 1,755 2,093 1,069 56 616 2,030 2,486
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動物種 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マウス 52,836 55,608 51,720 67,572 53,988 56,196 67,860 55,080 62,304 58,620 50,940 48,984

ラット 11,916 12,472 11,540 14,748 14,164 12,276 11,540 10,476 12,284 11,736 11,192 14,340

ウサギ 60 119 114 155 62 60 62 60 62 66 144 95

モルモット 408 932 824 724 620 120 196 268 248 344 392 124

イヌ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

延べ総数 平均飼育数 延べ総数 平均飼育数 延べ総数 平均飼育数

１号館 1,588,146 4,350 1,630,130 4,466 1,637,761 4,487

2号館 ― ― ― ― 15,234 42

動物種
平成23年 平成24年 平成25年



平成 25 年度 ＳＰＦマウス 平均飼育数（月別） 

 

 
（４）実験室利用状況 

 
（５）飼育飼料、床敷の購入量 
旗の台キャンパス 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動物種 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

１号館 4,526      4,433      4,507      4,477      4,559      4,488      4,569      4,473      4,416      4,469      4,525      4,408      
２号館 5           8           57         43         55         59         68         36         2           20         73         80         

飼料名 動物種 平成23年 平成24年 平成25年

ラボＭＲストック（日本農産） マウス・ラット 5,500kg 5,150kg 4,720kg

ピコラボダイエット（＃5058,PMI) ＳＰＦマウス（繁殖） 6,985kg 7,480kg 6,864kg
LRC4(オリエンタル) ウサギ・モルモット 440kg 720kg 280kg

Dストック（日本農産） イヌ 0kg 0kg 0kg
缶詰（400ｇ） イヌ 0缶 0缶 0缶

床敷（ペーパークリーン，ＳＬＣ） マウス・ラット 3,920kg 3,320kg 3,640Kg
床敷（ペーパークリーン，ＳＬＣ） ＳＰＦマウス（繁殖） 1,720kg 1,650kg 1,470kg
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回数

人数

マウス

ラット

その他

実験室 第一実験室 第二実験室 第三実験室 第四実験室 第五実験室

115

170

4

1

109

130

313

117

15

0

50

88

43

7

0

393

533

343

52

0

76

188

59

13

4



 （６）飼育室の温湿度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

飼育室 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
温度（℃） 25 25 27 26 26 26 25 24 23 24 27 27

湿度（％） 55 60 65 62 60 60 59 49 42 50 56 42

温度（℃） 24 24 26 26 26 26 24 22 21 22 25 26

湿度（％） 57 62 66 62 62 62 63 49 44 51 62 42

温度（℃） 22 24 26 25 25 25 23 21 20 21 24 24

湿度（％） 56 62 67 61 61 61 63 48 43 50 62 39

温度（℃） 23 23 24 24 24 23 24 24 23 24 24 23

湿度（％） 53 57 66 69 69 66 63 48 47 44 45 48

温度（℃） 23 23 24 24 24 23 23 24 23 24 24 23

湿度（％） 59 63 72 75 75 72 70 56 55 52 53 55

温度（℃） 23 23 25 24 24 24 24 24 23 24 24 23

湿度（％） 59 63 72 74 75 72 70 56 55 52 53 54

温度（℃） 23 23 24 24 24 23 23 24 23 24 25 23

湿度（％） 60 63 73 77 77 73 72 56 55 51 52 54

ラット飼育室１ 温度（℃） 23 35 26 26 26 26 24 22 22 22 25 26

（床敷ケージ） 湿度（％） 56 62 68 62 61 62 63 49 45 51 60 42

ラット飼育室２ 温度（℃） 25 36 26 26 27 26 25 25 24 25 25 25

（床敷ケージ） 湿度（％） 52 53 57 57 57 56 55 53 52 53 52 53

ラット飼育室３ 温度（℃） 22 23 23 24 24 24 23 22 23 22 22 22

（水洗架台） 湿度（％） 57 62 63 66 67 64 62 53 54 54 55 43

ラット飼育室４ 温度（℃） 22 23 22 23 23 23 23 22 22 21 22 22

（水洗架台） 湿度（％） 58 64 67 68 70 66 65 57 57 56 58 45

飼育実験室１ 温度（℃） 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

（Ｐ２Ａ） 湿度（％） 62 65 68 69 68 67 63 60 58 53 52 57

飼育実験室２ 温度（℃） 24 24 24 24 25 24 24 24 24 24 24 24

（Ｐ２Ａ） 湿度（％） 58 61 65 66 66 64 63 60 57 52 52 55

飼育実験室３ 温度（℃） 22 22 21 21 21 22 23 22 21 21 21 21

（Ｐ１Ａ） 湿度（％） 57 60 65 66 65 61 58 60 61 57 59 60

リターン飼育室 温度（℃） 25 24 25 24 24 25 25 25 26 26 26 26

（マウス，ラット） 湿度（％） 56 63 67 69 70 66 63 53 51 50 50 43

温度（℃） 24 24 25 24 24 23 22 22 22 21 21 21

湿度（％） 52 59 61 64 68 67 64 53 53 54 56 43

温度（℃） 22 22 22 22 23 22 22 21 22 22 22 22

湿度（％） 60 65 71 72 73 71 67 55 55 55 57 45

温度（℃） 23 23 22 22 22 22 22 22 22 22 23 23

湿度（％） 68 69 73 74 77 74 72 69 69 67 68 69

2号館飼育実験室 温度（℃） 25 24 24 24 25 24 25 24 24 25 25 25

（Ｐ２Ａ，マウス） 湿度（％） 55 50 44 53 55 51 51 48 59 44 44 43

SPFマウス飼育室１

マウス飼育室１

マウス飼育室２

マウス飼育室３

イヌ飼育室

ウサギ飼育室１

モルモット　飼育室

SPFマウス飼育室４

SPFマウス飼育室３

SPFマウス飼育室２
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（７）微生物モニタリング結果 
マウス 

 

2号館SPF

ク リ －ン１ ク リ －ン２ ク リ －ン３ 飼育実験室1 飼育実験室2 飼育実験室3 検疫室 SPF-1 SPF-2 SPF-3 SPF-4 P2A-3

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/6

MHV 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/6

MP 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/6

Ty 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/6

Pi nwor m 0/1 1/1 0/1 0/1 0/1 0/1 1/5
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/5

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/7

MHV 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/7

MP 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/7

Ty 1/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/7

Pi nwor m 0/1 0/1 0/1 1/1 0/1 3/7
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/7

HVJ 0/12

MHV 0/12

MP 0/12

Ty 0/12

Pi nwor m 2/12
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/12

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/1 0/9

MHV 0/1 0/1 0/1 0/1 0/9

MP 0/1 0/1 0/1 0/1 0/9

Ty 0/1 0/1 0/1 0/1 1/9

Pi nwor m 0/1 1/1 0/1 1/1 0/9
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/1 0/1 0/1 0/9

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/5

MHV 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/5

MP 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/5

Ty 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/5

Pi nwor m 0/1 1/1 1/1 1/1 1/4 2/5
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/1 0/1 0/1 3/4 0/5

HVJ 0/3 0/1 1/2 0/5

MHV 0/3 0/1 0/2 0/5

MP 0/3 0/1 0/2 0/5

Ty 1/3 0/1 0/2 0/5

Pi nwor m 1/3 0/1 0/2 2/5
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/3 0/1 0/2 0/5

HVJ 0/2 0/12

MHV 0/2 0/12

MP 0/2 0/12

Ty 0/2 0/12

Pi nwor m 0/2 5/12
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/2 0/12

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

MHV 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

MP 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

Ty 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

Pi nwor m 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

HVJ 1/2 1/5 0/5

MHV 0/2 0/5 0/5

MP 0/2 0/5 0/5

Ty 0/2 0/5 0/5

Pi nwor m 1/2 0/5 0/5
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/2 3/5 0/5

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/9 0/1

MHV 0/1 0/1 0/1 0/9 0/1

MP 0/1 0/1 0/1 0/9 0/1

Ty 0/1 0/1 0/1 0/9 0/1

Pi nwor m 0/1 0/1 0/1 3/9 0/1
l nt est i nal

pr ot ozoa 1/1 0/1 1/1 0/9 0/1

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

MHV 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

MP 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

Ty 0/1 1/1 0/1 0/1 0/8

Pi nwor m 0/1 1/1 1/1 0/1 1/8
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/1 0/1 0/1 0/8

HVJ 0/1 0/8 0/3 0/1

MHV 0/1 0/8 0/3 0/1

MP 0/1 0/8 0/3 0/1

Ty 0/1 0/8 0/3 0/1

Pi nwor m 0/1 0/8 0/3 0/1
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/8 2/3 0/1

11/20/13 デンカ

1/6/14 デンカ

12/2/13

１ 号館SPF
試薬

10/31/13 デンカ

検査日 微生物

飼育室

5/24/13 デンカ

4/10/13 デンカ

6/26/13 デンカ

6/3/13 デンカ

9/2/13 デンカ

8/2/13 デンカ

デンカ

8/22/13 デンカ

10/9/13 デンカ
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ラット 

 

 
 

 
（８）胚操作業務状況 
①Tg マウスおよび KO マウスの作成状況 
 Tg マウスおよび KO マウスの作製は実施しなかった。 
 
②系統維持および系統保存等 
 Tg マウス 5 系統、KO マウス 3 系統について、下表のように体外受精、受精卵凍結およ

び精子凍結を実施した。 

 
FS:Frozen Sperm 
 
 

HVJ 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/1

MHV 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/1

MP 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/1

Ty 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/1

Pi nwor m 0/1 1/1 0/1 0/1 0/1 1/4 0/1
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/1 0/1 0/1 0/1 0/1 0/4 0/1

HVJ 1/13

MHV 0/13

MP 0/13

Ty 1/13

Pi nwor m 4/13
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/13

2/19/14 デンカ

3/10/14 デンカ

日付 遺伝子 目的 総卵数 受精卵数 受精率(%) 産仔数 凍結

04/25/13 H25-Tg S1 #15 (FS) 系統維持 121 29 24.0% 5

05/10/13 H25-Tg S2 系統維持 156 112 71.8% 8 80

06/06/13 H25-Tg S3 #3 (FS) 系統維持 146 14 9.6% 2

06/12/13 H25-KO S1 系統維持 127 28 22.0% 6

08/29/13 H25-KO S2 凍結保存 83 45 54.2% － 45

10/31/13 H25-Tg S4 系統維持 43 34 79.1% 20

01/30/14 H25-Tg S5 系統維持 155 148 95.5% 19 100

02/04/14 H25-KO S3 系統維持 128 114 89.1% 32 50
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ク リ －ン １
（ 床敷き ）

ク リ －ン 2
（ 床敷き ）

ク リ －ン ３
（ ワイ ヤ－
ラ ッ ク ）

ク リ －ン ４
（ ワイ ヤ－
ラ ッ ク ）

飼育実験室３
（ 床敷き ）

飼育実験室2
（ P2A）

HVJ 0/3 0/2 0/5 0/1 0/1

MHV 0/3 0/2 0/5 0/1 0/1

MP 0/3 0/2 0/5 0/1 0/1

Ty 0/3 0/2 0/5 0/1 0/1

Pi nwor m

HVJ

MHV

MP

Ty

Pi nwor m 2/3 1/1 2/2 1/5
l nt est i nal

pr ot ozoa 0/5

12/6/13 デン カ

検査日 微生物

飼育室

7/17/13 デン カ



平成 25 年度精子凍結保存 
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日付 遺伝子 凍結本数

05/24/13 H25-KI S1 6

05/24/13 H25-KI S2 6

05/24/13 H25-KI S3 6

05/24/13 H25-Tg S6 #18 6

05/31/13 H25-Tg S7 6

05/31/13 H25-Tg S2 6

05/31/13 H25-Tg S8 6

09/12/13 H25-Mt S1 5

09/12/13 H25-Tg S9 #17 6

09/12/13 H25-Tg S10 #11 6

09/12/13 H25-Tg S11 #13 6

09/19/13 H25-KO S1 6

09/19/13 H25-KI S4 6

09/19/13 H25-KI S5 6

09/19/13 H25-KI S6 6

10/31/13 H25-Tg S12 6

01/22/14 H25-Tg S3 #3 6

01/22/14 H25-Tg S13 6

01/22/14 H25-Tg S14 6

01/22/14 H25-Tg S15 6

Total 119



5.平成 25 年度業績 

 

＜医学部＞ 

生理学講座 生体制御学部門 

斉藤洋幸, 石川慎太郎, 浅野和仁, 玉木みさ子, 小川祐以, 吉田宜生, 渡辺大士, 久光正, 

アジュバント関節炎ラットにおける Triptolideの IL-1β抑制作用, 薬理と治療, 41(5), 

449-456, 2013.5 

  

本田豊, 砂川正隆, 米山早苗, 池本英志, 中西孝子, 岩波弘明, 須賀大樹, 石川慎太郎, 

石野尚吾, 久光正, アジュバント関節炎モデルラットにおける抑肝散の鎮痛ならびに抗ス

トレス効果, 日本東洋医学雑誌, 64(2), 78-85, 2013.3 

 

生理学講座 生体調節機能学部門 

Kanamaru M, Sugita T, Homma I. Effects of dorsomedial medullary 5-HT2 receptor 

antagonism on initial ventilatory airway responses to hypercapnic hypoxia in mice. 

Exp Brain Res. 2013;230:547-54.  

 

生化学講座 

Lei XF, Kim-Kaneyama JR, Arita-Okubo S, Offermanns S, Itabe H, Miyazaki T, Miyazaki 

A. Identification of Hic-5 as a Novel Scaffold for the MKK4/p54 JNK Pathway in the 

Development of Abdominal Aortic Aneurysms.  J Am Heart A ssoc. 2014 8;3(3):e000747 

 

Miyazaki T, Koya T, Kigawa Y, Oguchi T, Lei XF, Kim-Kaneyama JR, Miyazaki A. Calpain 

and atherosclerosis.  J Atheroscler Thromb. 2013;20(3):228-37 

 

内科学講座 呼吸器アレルギー内科学部門 

Kurokawa M, Matsukura S, Kawaguchi M, Ieki K, Suzuki S, Watanabe S, Homma T, Yamaguchi 

M, Takeuchi H, Adachi M. Expression and effects of Interleukin-33-activated dendritic 

cells induce the production of thymus and activation-regulated chemokine and 

macrophage-derived chemokine. Int Arch Allergy Immunol. 2013; 158 Suppl 1: .52-57. 

 

内科学講座 循環器内科学部門 

Shoji M, Suzuki H, Furuyama F, Yokota Y, Omori Y, Sato T, Tsunoda F, Iso Y, Koba S, 

Geshi E, Katagiri T, Kobayashi Y． IL-6 mobilized bone marrow-derived cells to 

vascular wall, resulting in neointimal formation through inflammatory effects. 

J Atheroscler Thromb. 2014;21:304-12 
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23543107
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Shoji M, Koba S, Kobayashi Y.  Role of bone marrow-derived cells and inflammatory 

cytokines in neointimal hyperplasia after vascular injury. Biomed Res Int.2014. 

945127. Jan 14. 

 

内科学講座 腎臓内科学部門 

Suzuki T, Iyoda M, Shibata T, Ohtaki H, Matsumoto K, Shindo-Hirai Y, Kuno Y, Wada 

Y, Yamamoto Y, Kawaguchi M, Shioda S, Akizawa T.  Therapeutic effects of human 

mesenchymal stem cells in Wistar-Kyoto rats with anti-glomerular basement membrane 

glomerulonephritis. PLoS One. 2013 Jun 24;8(6):e67475 

 

＜歯学部＞ 

口腔解剖学講座 

Taketomi Y, Ueno N, Kojima T, Sato H, Murase R, Yamamoto K, Tanaka S, Sakanaka M, 

Nakamura M, Nishito Y, Kawana M, Kambe N, Ikeda K, Taguchi R, Nakamizo S, Kabashima 

K, Gelb MH, Arita M, Yokomizo T, Nakamura M, Watanabe K, Hirai H, Nakamura M, Okayama 

Y, Ra C, Aritake K, Urade Y, Morimoto K, Sugimoto Y, Shimizu T, Narumiya S, Hara S, 

Murakami M.  Mast cell maturation is driven via a group III phospholipase 

A2-prostaglandin D2-DP1 receptor paracrine axis. Nat. Immunol. 2013, 14: 554-563. 

 

Nakamura M, Ono M, Nishiya T, Nakamura S, Takeda Y, Dobashi A, Takahashi A, Endo M, 

Ito A, Ueda K, Sato N, Higuchi S, Kondo T, Hashimoto S, Watanabe M, Watanabe M, 

Takahashi T, Sasaki K, Nakamura M, Takehiko Sasazuki T, Narushima T, Suzuki R, 

Ogasawara K.  NKG2D+ IFN-γ+ CD8+ T cells are responsible for palladium allergy. 

PLoS One 2014, 9: e86810. 

 

竹ノ谷文子，平子哲史，影山晴秋，野中直子，塩田清二：GALPによる抗肥満の臨床応用に

向けた点鼻投与法の開発．Drug Delivery System. 2013, 28-4: 300-309. 

 

口腔生理学講座 

Tamaki J, Tsuruoka M, Maeda M, Hayashi B, Inoue T.  Involvement of a descending 

pathway from the A7 region in nociceptive processing under neuropathic conditons in 

rats. Dental Medicine Research Vol34, No.1 in press. 

 

Hayashi B, Maeda M, Tsuruoka M, Inoue T.  Neural mechanisms that underlie 

angina-induced referred pain in the trigeminal nerve territory: a c-Fos study in rats. 

ISRN Pain, 2013: Article ID 671503,10 pages, 2013 
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Song D, Ohtaki H, Tsumuraya T, Miyamoto K, Shibato J, Rakwal R, Xu Z, Hiraizumi Y, 

Inoue T, Shioda S.  The anti-inflammatory property of human bone marrow-derived 

mesenchymal stem/stromal cells is preserved in late-passage cultures.  Journal of 

Neuroimmunology, 263: 55-63, 2013 
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